
身体的虐待

なぐる、蹴る、叩く、投
げ落とす、激しく揺さ
ぶる、やけどを負わせ
る、溺れさせるなど

性的虐待

子どもへの性的行為、
性的行為を見せる、
ポルノグラフィの被
写体にするなど

ネグレクト

家に閉じ込める、食事を与え
ない、ひどく不潔にする、自
動車の中に放置する、重い病
気になっても病院に連れて
行かないなど

心理的虐待

言葉による脅し、無視、
きょうだい間での差別的
扱い、子どもの目の前で
家族に対して暴力をふる
う（面前ＤＶ）など

児童虐待と
は？

里親制度石狩市こども見守り
ネットワーク協議会
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11月は児童虐待防止推進月間です11月は児童虐待防止推進月間です
問子ども相談センター☎72・3195　

　今年3月、目黒区で児童虐待による痛ましい死亡事
件がありました。児童虐待は、子どもの人権を侵害す
るだけでなく、時には生命の危険や心身の発達にさま
ざまな影響を与えます。関係機関をはじめ、地域にお
いても虐待を発見した場合、疑し
い場合は迷わず通報してくださ
い。通報者の情報は守られます
し、匿名でも構いません。

地域の見守りで、
大切な子どもを守りましょう!　子どもの前で配偶者などに対して暴力や暴言を吐く

行為を「面前DV」と呼びます。面前DVは夫婦げんかで
はすまされず、子どもの心身の成長発達においてさまざ
まな影響を与え、長期化したり、後遺症が残る場合もあ
ります。また、子どもは家庭での人間関係をみて、感情表
現や問題解決手段として
暴力･暴言を用いることを
学び、身に付けてしまうこ
とがあります。

面前DVは心理的虐待に

　諸事情により家庭で暮らせない子どもを、家庭に
迎い入れて養育する制度です。里親には養育里親、
専門里親、養子縁組里親などがあります。子育てを
終えた方、子育て中の方、お子さんがいない方も登
録できます。詳細はお問い合わせください。

問北海道中央児童相談所☎011・631・0301

　市では「石狩市こども見守りネットワーク協
議会」（要保護児童対策地域協議会）を設置し、
関係機関が連携し、保護を必要とする児童や心
配な家庭などへの支援を行っています。

問子ども相談センター☎72・3195

オレンジリボン

早期発見
早期対応
未然防止

めんぜん

☎189または子ども相談センター☎72・3195
いち　はや　 く

お子さん（0歳～18歳）のことで悩んでいる、困っている、近隣などで
虐待が疑われる場合は、一人で抱え込まずにご相談ください！
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坂本恵衣  Kei Sakamoto
専門は文化人類学。地域信仰につい
て調べるとともに、石狩の人々の生活
の中で宗教がどのように考えられてい
たのか、歴史的変遷などを研究する。

石狩市学芸員

■文化財課　いしかり砂丘の風資料館☎62・3711
「いしかり博物誌」は、えりすいしかりネットテレビ（http://www.i-eris.tv/）でもご覧いただけます。

※火曜休館

　

今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、厚
田
区
の
土
門
家
の
土
蔵

で
発
見
さ
れ
た
お
札
で
す
。お
札
と
は
、神
社
や
お
寺
で

発
行
し
て
い
る
守
り
札
の
こ
と
で
、伊
勢
神
宮
の「
大
祓

大
麻
」が
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
家
内
安

全
」「
商
売
繁
盛
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
願
い
が
込
め
ら

れ
、家
を
守
る
も
の
と
し
て
日
本
の
多
く
の
家
庭
で
祀

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

土
門
家
所
有
の
お
札
は
木
札
7
点
、紙
札
6
点
が

蔵
の
中
に
保
管
さ
れ
て
い
た
木
箱
か
ら
見
つ
か
り
ま
し

た
。表
に
は
由
来
す
る
寺
社
名
や
祈
願
内
容
、お
札
を

受
け
た
人
物
名
が
、裏
に
は
全
体
の
う
ち
2
つ
の
お
札

に
日
付
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
札
に
は「
鰊
場
海
産
満
足
」「
海
上
安
全
、大
漁

円
満
」と
記
載
さ
れ
た
漁
業
に
関
わ
る
も
の
が
半
数
以

上
を
占
め
て
お
り
、ニ
シ
ン
な
ど
の
漁
場
と
し
て
栄
え
た

厚
田
に
お
い
て
、海
上
安
全
や
大
漁
の
祈
願
は
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
年
代
も「
明
治
十
四
年
二
月
十
六
日
」「
明
治

十
四
年
一
月
廿
八
日
」と
あ
り
、明
治
14（
1
8
8
1
）

年
と
い
え
ば
、厚
田
の
人
口
が
出
稼
ぎ
の
漁
師
を
含
め

1
万
2
千
人
を
超
え
、漁
場
と
し
て
も
非
常
に
栄
え
て

い
た
時
期
で
す
。お
札
の
中
に
は
本
州
の
有
名
な
寺
社

に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、入
手
に
は

強
い
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
お
札
は
、ど
の
よ
う
な
経
緯
で
厚
田
に
来

た
の
か
は
は
っ
き
り
と
分
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、

現
在
直
接
漁
業
に
関
わ
っ
て
い
な
い
家
庭
に
も
、お
札

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
て
現
在
ま
で
残
っ
て
き
た

と
い
う
こ
と
か
ら
、当
時
の
厚
田
と
ニ
シ
ン
漁
に
深
い

関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
分
か
る
貴
重
な

資
料
で
す
。　
　
　
　

  　
　
　
　

    

（
坂
本
恵
衣
）

問

土
蔵
に
眠
る
お
札
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お
お
は
ら
え

ま
つ

た
い  

ま

天照皇大神宮の紙札
てんしょうこうたいじんぐう

梵字の木札

徳山大神宮の木札


